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発表の流れ

1. 研究の背景と目的

2. ETC普及の問題点の検証

3. 次世代ETC普及計画可能性の提案

4. まとめと今後の課題
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本研究の背景

ETC導入の効果
‒ 渋滞の解消・環境改善など

ETCの普及は成功したといえるか？

車両総数 79,332,649台

ETC車載器セットアップ数 14,528,800台

普及率
約18％

ETC : Electronic Toll Collection (自動料金収受システム)
２００１年３月３０日一般運用開始

(２００６年９月現在)
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本研究の目的

ETCの普及を効果的に進めるための

具体的方策を検討する必要がある
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ETC普及の失敗原因

・決済方法がクレジットカードに限定されていた
・車載器の価格が高価
・システムの民間利用が出来なかった

1. ハードウェア面

2. ソフトウェア面

・利用者に対する導入のメリットが十分でなかった
・国がETC導入の明確なコンセプトを提示しなかった
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これらの失敗原因を改善することが

次世代ETC普及対策の最重要課題

強制的アプローチの可能性

導入の制度化 実現不可能!？
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自主的アプローチの可能性
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自主的アプローチの可能性

特徴

駐車場ETCシステムの概要

・ETCを利用して駐車場の入退場、決済の管理を行う

・キャッシュレス、チケットレスで利用可
能

・処理時間が短縮され、処理能力も大
幅に向上

・管理者の運用自由度が高い
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駐車場ETC社会実験の調査
調査結果と課題

・クレジットカード以外の利用が不可能

・登録作業に時間と手間がかかる

・既存の割引サービスなどとの相互利用が難しい
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利用者、管理者ともに利便性は高い。

問題点

気付いたこと・課題

・登録者が少ない (定期36台・一般33台 2006.12.31現在)
・導入、維持管理にかかるコストが調査出来なかった
・システムに改善の余地が残されている (上記問題点)

まとめと今後の課題

• 利用者視点での利便性の拡充を図ることで、
ETCは普及拡大してゆく

（携帯電話の普及と同様の進化）

今後の課題
①技術的実現可能性の具体的検証
②利用者視点での実現可能性の検証
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